
東海再処理施設の安全対策に係る廃止措置計画認可変更申請対応について 

 

令和 2 年 7 月 16 日 

再処理廃止措置技術開発センター 

 

〇 令和 2 年 7 月 16 日 面談の論点 

 

 資料 1 放射性物質を保有している施設の津波影響評価について 

 

 資料 2 ガラス固化技術開発施設（TVF）ガラス固化技術開発棟の廃止措置計画 

用設計津波に対する津波影響評価に関する説明書 

 

 資料 3 高放射性廃液貯蔵場（HAW）の廃止措置計画用設計津波に対する 

津波影響評価に関する説明書 

 

 資料 4  TVF 保管能力増強について 

 

 東海再処理施設の安全対策に係る 7 月までの面談スケジュール（案）について 

 

 その他 

以上 
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放射性物質を保有している施設の津波影響評価について 

令和 2年 7月 16 日 

再処理廃止措置技術開発センター 

１．はじめに 

東海再処理施設に関連する全ての施設を対象に廃止措置計画用設計津波（以下、

「設計津波」という）に対する各施設の安全に関する情報の整理、影響評価、防護

対策の検討を行っている。以下に高放射性廃液貯蔵場（HAW）及びガラス固化技術

開発施設（TVF）を除く放射性物質を保有している施設についての評価状況等を示

す。 

２．建家の耐震性・耐津波性評価 

放射性物質を保有している施設についての津波影響評価等の前提条件として、

建物の状況を想定するため、以下により耐震性、耐津波性について評価を行う。な

お、耐震性、耐津波性を有するとした場合についても、開口部等から建家内へ浸水

することを想定し、評価を行う。 

2.1 耐震性 

建家の設計地震動に対する応答計算、または保有水平耐力比により、耐震性

を評価する。保有水平耐力比で評価する場合については 1.5 以上で設計地震動

に対する耐震性を有する（建家内からの放射性物質の流出が大きくない程度の

閉じ込め性能の維持、支持構造物としての機能維持）ものとした。 

2.2 耐津波性 

保有水平耐力が設計津波による荷重（波力（T.P.+12.1 m）及び漂流物）以

上である場合、耐津波性を有する（建家内からの放射性物質の流出が大きくな

い程度の閉じ込め性能の維持）ものとした。 

３．対象機器に係る評価・確認 

環境影響評価にあたり、以下の評価・確認を行う。 

3.1 対象機器の耐震性の確認 

津波に先立つ地震による放射性物質の漏えい、津波による施設外への流出を

想定し、放射性物質を貯蔵・保管する機器（以下、「対象機器」という）のうち、

環境への影響が大きいと考えられる機器について、設計地震動に対する耐震性

を確認する（既往の評価で設計地震動に対する余裕が小さいものについて評価

を実施）。 

3.2 対象機器内への流入箇所の確認 

HAW 施設及び TVF を除く放射性物質を保有している施設については建家外壁

の止水性は期待できない。このため、対象機器に海水が多量に流入した場合に

機器内の放射性物質が流出することを想定し、環境への影響が大きいと考えら

れる機器について、浸水高さ（T.P.+14.2 m と想定）以下の対象機器への流入

の可能性のある箇所を図面（エンジニアリングフローダイアグラム）及びウォ

ークダウン（セル内除く）により確認する。 

【資料１】
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４．環境影響評価 

以下を考慮し、設計津波が襲来した際の環境への影響評価を行う（図 1、別紙 1、

別紙 2、別紙 3）。 

・建家の耐震性・耐津波性

・対象機器の設置場所

・対象機器の耐震性

・対象機器への海水の流入可能性

・放射性固体廃棄物等の貯蔵・保管場所（別紙 4）

・放射性物質の施設外への流出防止策（放射性物質の移動等）

評価については、地上流出時の線量評価を行うとともに、参考として海洋流出時

の線量評価も行う。 

地上流出：建家から流出した放射性物質全量が核サ研敷地の T.P.+10 m 以下

の範囲に均一に拡散するものとし、地表面に沈着した放射性物質

からの外部被ばく及び再浮遊した放射性物質の吸入摂取による

内部被ばくを評価 

海洋流出：建家から流出した放射性物質全量が海洋に流出した場合の経口摂

取による内部被ばくを評価 

５．評価結果 

HAW 及び TVF を除く放射性物質を保有している施設について、対策も考慮した評

価では設計津波に対する環境影響が大きいものはない。 

６．今後の予定 

耐震性を確保するための分離精製工場の高放射性廃液貯槽の液量制限（現在の

液量では問題はない）等を実施するとともに、潜在的なリスクをより小さくする

ため、分離精製工場の未濃縮液・希釈廃液の HAW への移送や廃棄物容器の固縛等

についても可能なものから進めることとする。 

また、電源等のユーティリティの供給設備等を含め、津波による放射性物質の施

設外への流出の低減や設備の維持の観点から、「津波防災地域づくりに関する法

律」に基づき行政機関が定める最大クラスの津波（レベル 2 津波）に対する必要

な対策の検討を進めることとする。 

なお、設計津波に対する環境影響が大きくないことから、HAW 施設及び TVF の事

故対処の支障とはならないと考えられる。 

以上 
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図 1 放射性物質を貯蔵・保管する機器の環境影響評価フロー 
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津波による建家からの放射性物質の流出について、以下のシナリオで流出
量の評価を行う。

① 建家が維持されず、セル外にある貯槽等が地上階にある場合
② 建家が維持され、セル外にある貯槽等が地上階の場合

③ 建家が維持されず、セル外にある貯槽等が地下階の場合
④ 建家が維持され、セル外にある貯槽等が地下階の場合

⑤ セルが維持される場合

⑥ 建家が維持されず、固体廃棄物等が地上階の場合
⑦ 建家が維持され、固体廃棄物等が地上階の場合

⑧ 建家が維持されず、固体廃棄物等が地下階の場合
⑨ 建家が維持され、固体廃棄物等が地下階の場合

⑩ その他（上記以外）

津波による放射性物質の流出評価

別紙2
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

アスファルト

固化体貯蔵施

設（AS1) 

ドラム缶（アスファルト固化体） 

 

※ガスケット無し 

 

 

寸法：約φ590×900 t1.6 

材質：酸洗鋼板 

空重量：約 30 kg 

充填後重量：約 240kg～約 310kg 

 

 

 

貯蔵セル（R051,R052） 

（床 T.P.約-3.8m） 

 

貯蔵セル（R151,R152） 

（床 T.P.約+6m） 

ドラム缶 4本をフレームに収納し、最大 6段積

みにして貯蔵。 

 

JIS Z 

1601 に基

づき製作 

<22>
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

アスファルト

固化体貯蔵施

設（AS1) 

ドラム缶（プラスチック固化体） 

 

 

 

寸法：約φ590×900 t1.2 

材質：溶融亜鉛めっき鋼板 

空重量：約 25 kg 

充填後重量：約 100kg～約 260kg 

 

 

 

貯蔵セル（R051,R052） 

（床 T.P.約-3.8m） 

 

貯蔵セル（R151,R152） 

（床 T.P.約+6m） 

ドラム缶 4本をフレームに収納し、最大 6段積

みにして貯蔵。 

 

JIS Z 

1600 に基

づき製作 
ガスケット 

（材質：クロロプレンゴム） 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

第二アスファ

ルト固化体貯

蔵施設（AS2） 

ドラム缶（雑固体廃棄物） 

 

 

 

寸法：約φ590×900 t1.2 

材質：溶融亜鉛めっき鋼板 

空重量：約 25 kg 

充填後重量：約 100kg～約 160kg 

 

 

 

貯蔵セル(R051) 

（床 T.P.約+0.5m) 

ドラム缶をパレットに最大 4本乗せ、平置き

で貯蔵。 

 

 

ガスケット 

（材質：クロロプレンゴム） 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

ウラン貯蔵所

(UO3) 

三酸化ウラン容器（三酸化ウラン粉末） 

 

 

 

【4%濃縮ウラン用】 

寸法：φ250×1400 t3 

材質：SUS304 

空重量：約 40 kg 

充填後重量：約 260 kg（容器+UO3 粉

末） 

バードケージ重量：約 90 ㎏ 

 

【1.6%濃縮ウラン用】 

寸法：φ400×775 t4 

材質：SUS304 

空重量：約 40 kg 

充填後重量：約 320 kg（容器+UO3粉

末） 

バードケージ重量：約 90 ㎏ 

 

 バードケ

ージにつ

いて落下

試験実施 

 

ポット耐

圧試験 

 0.625 

㎏/cm2 

（ 4 %及

び 1.6 %） 

ガスケット 

(材質：フッ素ゴム) 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

第二ウラン貯

蔵所(2UO3) 

三酸化ウラン容器（三酸化ウラン粉末） 【1.6%濃縮ウラン用】 

寸法：φ400×775 t4 

材質：SUS304 

空重量：約 40 kg 

充填後重量：約 320 kg（容器+UO3粉

末） 

バードケージ重量：約 90 ㎏ 

 

バードケ

ージにつ

いて落下

試験実施 

 

ポット耐

圧試験： 

0.625 ㎏/ 

cm2 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

第三ウラン貯

蔵所(3UO3) 

三酸化ウラン容器（三酸化ウラン粉末） 

 

 

 

【1.6%濃縮ウラン用】 

寸法：φ490×1040 t4 

材質：SUS304 

空重量：約 80 kg 

充填後重量:約 660 kg(容器+UO3 粉

末） 

バードケージ重量：約 115 ㎏ 

ピット蓋：約 290 ㎏ 

 

バードケ

ージにつ

いて落下

試験実施 

 

ポット耐

圧試験： 

0.625 ㎏

/cm2 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

焼却施設（IF) 袋（低放射性固体廃棄物） 

 

 

 

寸法：330 ×330 ×850 t0.1 

材質：酢酸ビニル製 

空重量：約 100 g 

充填後重量：約 3 ～ 8 kg 

 

 

 
 

・オフガス処理室(A005) 

（床 T.P.約+1.7m） 

 

・予備室(A102) 

（床 T.P.約+6.2m） 

 

・カートン投入室(A305) 

・機材室(A309) 

（床 T.P. 約+12.2m） 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

焼却施設（IF) ドラム缶（焼却灰） 

 

 

 

寸法：φ590 × 900 t1.2 

材質：溶融亜鉛めっき鋼板 

空重量：約 25 kg 

充填後重量：約 70 kg 

 

 

 

焼却灰ドラム保管室(A006) 

（床 T.P.約+1.7m） 

 

JIS Z 

1600 に基

づき製作 
ガスケット 

（材質：クロロプレンゴム） 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

第一低放射性

固体廃棄物貯

蔵場（1LASWS) 

ドラム缶（雑固体廃棄物） 

 

 

 

寸法：約φ590×900 t1.2 

材質：亜鉛めっき鋼板 

空重量：約 25kg 

充填後重量（計算値）： 

約 30kg～約 510kg 

 

 貯蔵室（A001） 

（床 T.P.約+1m） 

 貯蔵室（A101） 

（床 T.P.約+6.2m） 

 貯蔵室（A201） 

（床 T.P.約+11.2m） 

 貯蔵室（G301） 

（床 T.P.約+16.0m） 

 貯蔵室（G401） 

（床 T.P.約+20.8m） 

 貯蔵室（G501） 

（床 T.P.約+25.6m） 

ドラム缶 4本をパレットに乗せ、最大 3段積

みにして貯蔵。 

 

JIS Z 

1600 に基

づき製作 
ガスケット 

（材質：クロロプレンゴム） 
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施設名 容器・内容物 容器の仕様等 保管状況 備考 

第一低放射性

固体廃棄物貯

蔵場（1LASWS) 

コンテナ（雑固体廃棄物） 

 

 

 

寸法：1430×1430×1100 t2.3 

材質：SS400 

空重量：約 380 kg 

充填後重量（計算値）： 

約 390kg～約 1580kg 

 

 貯蔵室（A001） 

（床 T.P.約+1m） 

 貯蔵室（G301） 

（床 T.P.約+16.0m） 

 貯蔵室（G401） 

（床 T.P.約+20.8m） 

コンテナを最大 3段積みにして貯蔵。 

 

 

ガスケット 

（材質：クロロプレンゴム） 

<33>





【参考1】

分離精製工場（MP）の主なインベントリを内包する機器の配置
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分離精製工場（MP）

下層階への海水の流出が想定される箇所

（階段、ハッチ等）

【参考2】

ウォークダウンの例
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